


�
�
�
�
�
�

����abcdef��
���
b	� �

���������������� ­����� � � � � ����

�
��
���

�������

�����cf�¡¢£¤¥¦§¨©ª«¬®¬¯° ±²³´µ

¶·¸¹º»¼½¾¿ÀÁÂ¹Ã·¸ÄÅºÆÇÈÉÃÊ¹ËÌÍÎ
� � ��

ÏÐÑÒÓÑÔÕÖ×ØÑÔÕ�ÙÚÛ ÜÎÝÞßà�áÇâÃ � � ��

ÏãäÑåæçèé�ê
b¯°Ñëìíîï
b¯°

ðñòÅóôõö÷Ãøùúû
� � ��

üýþÿÑüý~}Õ|{[\]^�ê
b_ÕÑ`@�ÙÚÛ

?È�>=æ;:Ã/.º-,
� � ��

~+�*)(Ñ'&%Ñ$#"Ú�!b01Ñ2[í34b'&% � �
��

56�Ã78
�������

Ï9AãÑãäBCDEÑØÑFGHIJKLM�ê
b¯°Ñëì

íîï
b¯° N;OPÃQRSTUV¾ÃWX
� � ��

ÏYZaäéÐbcdeM¯°Ñëìíîï
b¯°

fg:hÁiójklmó�nopqrÃstuv�áÇâÃ
� � ��

Ïwxyz�ff�¯°Ñëìíîï
b¯°

���ñÃ����ó�XÃ�a
� � ��

ÏbcdÚef��
�éÓ�¯°Ñëìíîï
b¯°


	�Ã���¼�¹ÃWX

��������� �� ÎÃÈÉÃ­���½¾à�½È���

����������?½�������Ã�Ä��Ã�����

¡pâÃ��¢£Ý¤½È��

�������¥¦ ­���§¨W���©ª«�Ã¨¬®a��p�

¯°p±²�³´°µ�¶�Ãu·�¸¹ºp»¼�op½�¾�

�������¿À ¨ÁÂÃaÃ�©p§¨ÃaÃ��­��Ä�

ÅÆ��ÃÇ�È��É�Ê÷ÉÃËa�ÌÉ�Íº¹�Î���

�������ÏÐ §¨W6Ñ�Ã½�¾��¿¼�ºWXopÒ

Ó�ÔÕ�Öp�×µ�ØóºÙ»½Ú­ÛÒÓºÊ�ÜÝo±²�

Þ

ßàæá

âãæäå

Þ

àææçè

,éæêå

�ëì�

í�

ÏZcîï��
�Ó�¯° ð;:ñòóô��Ã¼û � � ��

Ïõö÷øÿ÷ùúÿûü®¬¯°

ýÅþÿp~�}�º»¼opÈÉÃÊ¹¼û
|

{

âãæ,é
��

Ï[\]Ñ^ÕHI_`�ÙÚÛ

@á±?ð>ºst=æ½?È�;ÎopÈÉ
� � ��

:/.-,ä+eØÑ*)�Ù('&í34b'ÿ�ÙÚÛ

8&%À$Ã?k
#��½ "k

�

�

�

�

!

0

1

2
3

(３)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
ab
c
d
e
f

��
��
	������� �

�������� ­�����d������� � � � � ����

� ��

�
�
�
�
�
�
�
�
ab
c
d
�
f

��
�	� � � ��

��
��
	������� � � ��

��¡¢£¤¥¦
��
	���§�� � � ��

¨©ª«¡¢£¤¥¦
��
	���¬�� � � ��

®¯°±²³´¥¦
��
	���¬�� � � ��

µ¶£¤
��
	���·�� � � ��

��¡¢£¤¥¦
�	� � � ��

¨©ª«¡¢£¤¥¦
�	� � � ��

®¯°±²³´¥¦
�	� � � ��

µ¶£¤
�	� � � ��

¸µ¶£¤
�	� � � ��

¸µ¶£¤
��
	���·�� � � ��

¹º»¼½¾¿ÀÁÂ£Ã½ÄÅ½ÆÇÈÉ©ÊËÌÍÎÏÐÑÒ¯

ÓÔÆÕÖÁ×Ø ÙÚÛÜÝÞßàáâãä
ãä� åãä�

ãä
æçèéêë

ìíîïðñò

óôõö÷øùú¨
ûüýþÿÆ ÙÚÛÜÝÞßàáâãä

~}|{��[\] ^_ï`@?>=æ;:?â/å.-,â+*

)('&,%ï$#"!0('@1,áâ23456"&7Ú48

9"!0-ABCDEFéGHI-

ãäJ
åãäK

LM

ãä
æçèéêë

ìíîïðñò

N
O
P
}
|

QRSTUVWXYZabc

��������� cde

d e c

f g á h

� � i

jkjljmno

��pqri

stkutumno

f g á h ljvno stkwlxyno

, % z � ff � � � � � á h lmxwno lykjuluno

� � � � � á h
��ab ukttuuno

cuusno uktjlxno

defd�

def�ë


 � ff � � � � � á h uvmno llk sno

� 
 	 � ) � � � � á h cwmno lkjtvlno

� � � � á h
��ab ykvjmjno

tno yksjvsno

defd�

def�ë

ì�KK�ò

ì�K��ò

ì � � � ò

ì � � � ò

ì � � � ò

ì���ò

ì���ò

３月定例会は２月28日から３月11日までの日程で開かれました。

議会決議案１件、議会提案の意見書１件は原案のとおり可決。村提案24議案は23議案可決、 １議案否決。諮問１件は適任。請願１件、陳情１件は採択され、

意見書２件が提出されました。

定例会最終日の動画をこちらからご覧いただけます。
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３月定例会は２月28日から３月11日までの日程で開かれました。

議会決議案１件、議会提案の意見書１件は原案のとおり可決。村提案24議案は23議案可決、 １議案否決。諮問１件は適任。請願１件、陳情１件は採択され、

意見書２件が提出されました。
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ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

2022年２月のロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、国際社会の平和と秩序を脅かし、生

命及び安全に対する権利を深刻に侵害するものであり、断じて容認できない。

今回の軍事侵攻によって、ウクライナの主要都市が攻撃され、市民の人命が失われるなど、

大きな犠牲が生じていると報じられており、ロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵害に抗

議するとともに、世界の恒久平和の実現に向け、１日も早く平和的に解決することを強く求め

る。

また、政府においては、邦人の確実な保護や我が国への影響対策について万全を尽くしてい

ただきたい。

以上のとおり決議する。

令和４年３月11日
南 箕 輪 村 議 会

地方自治法第99条では、「普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する

事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる」と規定されている。この意

見書は、議会および議員が日々の政務活動や請願・陳情等により、住民の意見・要望を広く把

握した上で提案され、議会の総意としての議決を目指し、各議会において格段の努力が払われ

ているものである。

しかし、それを受け取った国会・関係行政庁等からは、現状やその対応についての報告・回

答がなされていないのが実情である。例えば国会の衆参議院においては、意見書を受理した後、

その件名および提出議会名を衆議院・参議院公報に掲載し、関係委員会に参考送付されるのみ

であり、関係行政庁に対する意見書についても、その後の処理状況について積極的な開示がな

されていない。

よって、国においては、地方議会の意見を施策に反映し、地方自治体の自主性・自立性・独

立性を確保するため、下記事項を実現されるよう強く要望する。

記

１ 地方議会から提出された意見書について、関係行政庁等に意見書に係る回答義務を課し、

国会に対するものにあっては、その内容の是非を審議することを明記するなど、法に基づ

く意見書の実効性を担保する制度を確立すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年３月11日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣

地方議会からの意見書の取り扱いに係る制度の確立を求める意見書
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令和４年第１回臨時会（１月１７日）

令和３年度一般会計補正予算（第１０号）
…………………… 補正額 ３億3142万円 補正後の総額 75億1809万円

９ ０ 可決

議
会
の

こここ
と
ば

「予算特別委員会」

｢

予
算
特
別
委
員
会｣

っ
て
？

（
４
ペ
ー
ジ
の
注
釈
）

予
算
特
別
委
員
会
は
、

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
新
年

度
予
算
案
（
村
の
お
金
の

使
い
道
）
が
村
の
み
な
さ

ん
の
た
め
に
正
し
く
使
わ

れ
る
内
容
で
あ
る
か
な
ど
、

村
長
、
担
当
課
長
等
か
ら

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
３

月
定
例
会
期
間
中
の
２
日

間
を
か
け
て
全
議
員
で
審

査
し
ま
す
。


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※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

我が国は、ミャンマー連邦共和国（ミャンマー）に対し、政府開発援助（ＯＤＡ）を通じ、民主化

や経済発展のための取り組みを全面的に支援してきた。このような中、昨年２月１日に発生した

ミャンマー国軍による軍事クーデターは、同国の民主化への努力と期待を踏みにじるものである。

また、クーデター以降、国際社会の度重なる呼びかけにもかかわらず、国軍及び警察による暴

力によって、多数の死傷者、拘束者及び避難民が発生している状況は断じて受け入れ難く、強く

非難するものである。

この事態に対し、人間の安全保障を外交の柱とする我が国は、ミャンマーに対する最大の援助

国である立場を生かし、国際社会とも連携しながら、ミャンマー国民の自由と人権を取り戻すた

めの取り組みを積極的に進めていくことが求められる。

よって、国会及び国において、あらゆる外交努力を尽くし、ミャンマー国軍指導部に対し、民

間人への残虐行為の即時停止、不当に拘束された国内外の人々の即時解放、民主的な政治体制の

早期回復等を求めるとともに、避難民に対する緊急支援の提供やミャンマー国軍に対する武器輸

出禁止に向けて取り組むよう要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年３月11日

長野県上伊那郡南箕輪村議会
議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣

経緯を検証できる公文書は、改ざんや廃棄が重ねられると、国民の知る権利が大きく損なわれます。

学校法人森友学園にまつわる一連の問題は、民主主義の根幹を揺るがす大事件でした。その真

相の解明と責任追及をする必要があります。

学園に国有地を売却するにあたり、公文書改ざんを強要され、自ら命を絶った財務省近畿財務

局職員赤木俊夫さんの妻雅子さんが起こした裁判は、実質的な審理に入らないまま結審しました。

被告の国は、原告の請求を認める「認諾」を行い、請求された１億700万円を全額支払うことで、

訴訟は終結しました。

これにより、裁判による事実認定などは行われません。国は請求棄却を求めて争っていました

が、一変認諾いたしました。賠償金は税金で支払われます。

国は納税者である国民に、納得できるよう説明すべきであります。また、特定の人の言動や、

重大な過失があったのならその者に求償する必要があります。

国が認諾による裁判での解明を閉ざす姿勢がある以上、行政を監視する国会は、その責務を果

たさなければなりません。

森友改ざん問題を国会で研究するよう求めます。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年３月11日

長野県上伊那郡南箕輪村議会
議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

問

保
育
園
児
の
給
食

費
無
料
化
を
。

村
長

３
歳
児
以
上
の

子
ど
も
に
給
食
費
に
係
る

費
用
１
５
０
０
円
補
助
を

し
て
い
る
。
全
員
免
除
に

す
れ
ば
１
２
０
０
万
円
の

財
源
が
必
要
で
あ
る
。
支

援
の
拡
充
は
幼
児
教
育
保

育
の
無
償
化
に
よ
り
、
村

が
補
填
し
て
い
た
分
を
財

源
に
充
て
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
８
月
か
ら
福
祉
医

療
に
係
る
自
己
負
担
金
５

０
０
円
を
ゼ
ロ
に
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
。
実
施
す

る
効
果
な
ど
が
高
い
方
か

ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
、

予
算
と
向
き
合
い
な
が
ら

今
後
引
き
続
き
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

出
生
率
低
下
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
出
産

祝
い
金
制
度
の
充
実
を
。

村
長

制
度
を
充
実
す

る
こ
と
は
、
出
生
率
向
上

に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
郡
内
に
お

い
て
も
６
自
治
体
で
金
額

の
差
は
あ
る
が
導
入
し
て

い
る
。
不
妊
治
療
の
保
険

適
用
が
始
ま
り
県
の
方
針

が
固
ま
っ
た
。
村
で
も
不

妊
治
療
に
対
す
る
独
自
支

援
を
強
く
打
ち
出
す
よ
う

指
示
し
、
数
字
も
固
ま
っ

て
き
た
。
祝
い
金
制
度
は

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問

出
産
を
理
由
と
す

る
未
満
児
保
育
は
、
産
前

産
後
期
間
後
も
保
育
の
継

続
を
。

村
長

産
前
産
後
の
母

親
の
苦
労
は
知
っ
て
い
る
。

現
状
は
、
産
前
２
か
月
、

産
後
３
か
月
期
間
を
限
定

し
て
預
か
っ
て
い
る
。
育

児
休
業
取
得
の
場
合
は
家

庭
内
保
育
が
で
き
る
と
判

断
し
、
退
園
を
お
願
い
し

て
い
る
。
特
別
な
事
情
が

あ
る
家
庭
は
柔
軟
に
対
応

し
て
い
る
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

問

初
予
算
は
何
を
基

本
と
考
え
た
か
。

村
長

第
５
次
総
合

計
画
の
将
来
像
「
い
つ
ま

で
も
あ
ふ
れ
る
緑
・
笑
い

声
」
を
実
施
す
る
た
め
、

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
こ
と
を
中
心
に
考

え
た
。

問

Ｒ
４
年
度
の
重
点

施
策
は
。

村
長

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
・
大
型
公
共
施
設
建

設
・
南
部
小
雨
水
排
水
対

策
。
３
年
間
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

完
了
・
村
民
の
参
加
型
の

村
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
・
子

育
て
支
援
な
ど
。

問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ

の
取
り
組
み
は
。

村
長

人
と
自
然
が
共

に
生
き
自
然
と
共
存
す
る

村
の
実
現
に
向
け
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
行
政

だ
け
で
な
く
住
民
や
事
業

者
な
ど
で
、
課
題
と
目
標

を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

大
芝
高
原
の
今
後

の
方
向
、
大
芝
荘
の
考
え

は
。村

長

魅
力
や
価
値
を

守
り
続
け
て
い
く
た
め
に
、

村
民
福
祉
を
第
一
と
し
、

松
枯
れ
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
対
応
し
た
再
整
備
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

高
原
が
そ
の
時
代
に
合
っ

た
村
民
の
癒
し
の
場
所
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。
大
芝
荘
の
宿
泊
、
宴

会
業
務
を
民
間
で
請
け

負
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
を

模
索
中
で
あ
る
。
ま
ず
は

現
状
の
施
設
と
し
て
利
用

で
き
な
い
か
探
っ
て
い
る
。

問

役
場
の
窓
口
簡
素

化
は
。

村
長

情
報
セ
ン
タ
ー

と
シ
ス
テ
ム
連
携
が
で
き

れ
ば
好
都
合
。
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
村
独
自
で
進
め

て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
。

祝
い
金
制
度
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
（
村
長
）

太陽光発電の仕組み（中部電気ＨＰ）

(６)

我が国は、ミャンマー連邦共和国（ミャンマー）に対し、政府開発援助（ＯＤＡ）を通じ、民主化

や経済発展のための取り組みを全面的に支援してきた。このような中、昨年２月１日に発生した

ミャンマー国軍による軍事クーデターは、同国の民主化への努力と期待を踏みにじるものである。

また、クーデター以降、国際社会の度重なる呼びかけにもかかわらず、国軍及び警察による暴

力によって、多数の死傷者、拘束者及び避難民が発生している状況は断じて受け入れ難く、強く

非難するものである。

この事態に対し、人間の安全保障を外交の柱とする我が国は、ミャンマーに対する最大の援助

国である立場を生かし、国際社会とも連携しながら、ミャンマー国民の自由と人権を取り戻すた

めの取り組みを積極的に進めていくことが求められる。

よって、国会及び国において、あらゆる外交努力を尽くし、ミャンマー国軍指導部に対し、民

間人への残虐行為の即時停止、不当に拘束された国内外の人々の即時解放、民主的な政治体制の

早期回復等を求めるとともに、避難民に対する緊急支援の提供やミャンマー国軍に対する武器輸

出禁止に向けて取り組むよう要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年３月11日

長野県上伊那郡南箕輪村議会
議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣

ミャンマーにおける軍事クーデターを非難し
民主的な政治体制の早期回復を求める意見書

経緯を検証できる公文書は、改ざんや廃棄が重ねられると、国民の知る権利が大きく損なわれます。

学校法人森友学園にまつわる一連の問題は、民主主義の根幹を揺るがす大事件でした。その真

相の解明と責任追及をする必要があります。

学園に国有地を売却するにあたり、公文書改ざんを強要され、自ら命を絶った財務省近畿財務

局職員赤木俊夫さんの妻雅子さんが起こした裁判は、実質的な審理に入らないまま結審しました。

被告の国は、原告の請求を認める「認諾」を行い、請求された１億700万円を全額支払うことで、

訴訟は終結しました。

これにより、裁判による事実認定などは行われません。国は請求棄却を求めて争っていました

が、一変認諾いたしました。賠償金は税金で支払われます。

国は納税者である国民に、納得できるよう説明すべきであります。また、特定の人の言動や、

重大な過失があったのならその者に求償する必要があります。

国が認諾による裁判での解明を閉ざす姿勢がある以上、行政を監視する国会は、その責務を果

たさなければなりません。

森友改ざん問題を国会で研究するよう求めます。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年３月11日

長野県上伊那郡南箕輪村議会
議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

地方議会からの意見書の取り扱いに係る制度の確立を求める意見書



(９)

問

Ｒ
４
年
４
月
１
日

か
ら
伊
那
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
の
広
域
連
携
の

方
針
が
示
さ
れ
た
。
上
伊

那
に
２
か
所
設
置
さ
れ
る

が
ど
こ
に
相
談
す
べ
き
か
。

村
長

消
費
生
活
相
談

は
、
県
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
通
信
販
売
や
電
話
勧

誘
・
訪
問
販
売
な
ど
特
殊

販
売
の
相
談
が
全
体
の
70

％
程
占
め
て
お
り
、
残
り

は
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
な
ど

で
あ
る
。

Ｒ
３
年
の
長
野
県
の
特

殊
詐
欺
の
被
害
状
況
は
、

被
害
件
数
１
５
５
件
、
被

害
総
額
約
２
億
７
千
万
円

だ
っ
た
。
村
内
で
の
被
害

事
例
は
な
か
っ
た
が
、
特

殊
詐
欺
な
ど
悪
質
商
法
は

年
々
巧
妙
化
・
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
お
り
、
相
談

を
受
け
る
側
も
専
門
的
な

知
識
や
経
験
の
ほ
か
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

国
の
消
費
者
安
全
法
に

よ
り
市
町
村
は
相
談
機
関

を
設
置
し
、
消
費
生
活
相

談
員
を
置
く
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
第
２
次
長
野
県

消
費
生
活
基
本
計
画
で
は
、

各
市
町
村
へ
の
消
費
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ

る
人
口
カ
バ
ー
率
１
０
０

％
を
目
指
す
と
う
た
わ
れ

て
い
る
。

上
伊
那
の

伊
那
市
、
駒

ヶ
根
市
以
外

の
町
村
は
、

専
門
の
相
談

員
を
置
け
な

い
状
況
だ
っ

た
。
Ｒ
元
年

よ
り
広
域
で

協
議
を
重
ね

た
結
果
、
現

在
相
談
員
が

設
置
さ
れ
て

い
る
伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市

に
集
約
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。
伊
北
３
町
村
は
伊

那
市
と
、
伊
南
３
町
村
は

駒
ヶ
根
市
と
広
域
連
携
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

村
で
は
４
月
よ
り
伊
那
市

と
協
定
を
結
ん
で
共
同
運

営
す
る
。

現
在
の
消
費
者
相
談
の

窓
口
は
、
村
住
民
環
境
課

も
し
く
は
飯
田
市
に
あ
る

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
を
回
す
と
平
日
は

村
住
民
環
境
課
、
休
日
は

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
が
る
。
そ
れ
は
４
月
以

降
も
変
わ
ら
な
い
が
、
村

と
し
て
は
最
初
に
受
け
る

相
談
は
、
伊
那
市
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し

て
い
き
た
い
。
人
員
も
一

人
か
ら
二
人
体
制
に
な
る

た
め
に
相
談
し
や
す
い
環

境
と
な
る
。

問

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

は
高
齢
者
や
認
知
症
の
人

な
ど
が
狙
わ
れ
や
す
い
。

対
策
は
。

村
長

高
齢
者
向
け
の

制
度
説
明
の
機
会
に
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な

い
た
め
の
情
報
提
供
を
し

て
い
る
。
認
知
症
の
人
に

は
必
要
に
応
じ
て
成
年
後

見
制
度
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
成
年
後
見
制
度
の

講
演
会
も
開
催
す
る
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

民
生
委
員
な
ど
と
連
携
し

て
被
害
防
止
に
努
め
て
い

く
。成

人
年
齢
が
18
歳
に
な

る
。
親
の
同
意
な
し
に
契

約
が
で
き
る
が
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
今
後
は
高

齢
者
だ
け
で
な
く
若
者
に

も
対
応
し
た
い
。
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
の
周
知
も
図

り
た
い
。

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

伊那市の消費生活センターに集約していきたい（村長）

４月からの相談窓口、伊那市消費生活センター

(８)

問

小
学
５
・
６
年
生

に
Ｒ
４
年
度
よ
り
一
部
教

科
で
中
学
方
式
教
科
担
任

制
を
導
入
す
る
の
は
な
ぜ

か
。教

育
長

中
央
教
育
審

議
会
の
答
申
は
、「
全
て

の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を

引
き
出
す
、
個
別
最
適
な

学
び
と
、
協
働
的
な
学
び

の
実
現
」
に
向
け
、
急
激

な
変
化
の
中
で
育
む
べ
き

資
質
能
力
を
引
き
出
す
こ

と
と
し
、
Ｒ
４
年
度
を
め

ど
に
教
科
担
任
制
の
導
入

を
決
定
し
た
。
対
象
教
科

は
理
科
、
算
数
、
外
国
語

と
体
育
と
し
、
今
後
４
年

間
で
進
め
る
。
導
入
理
由

は
①
５
・
６
年
生
の
専
門

性
の
高
い
学
び
を
充
実
す

る
こ
と
で
教
材
研
究
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業

の
質
、
教
科
の
学
力
向
上
、

定
着
が
図
れ
る
。
②
学
級

担
任
だ
け
で
な
く
、
複
数

の
教
師
の
目
で
子
ど
も
た

ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

理
解
が
進
む
。
③
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
に
よ
り
、
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
小
中

学
校
間
の
人
事
交
流
の
促

進
な
ど
課
題
解
決
が
図
れ

る
。
④
教
師
の
働
き
方
改

革
の
観
点
か
ら
、
授
業
時

数
の
減
、
授
業
準
備
の
効

率
化
に
よ
り
学
校
の
教
育

活
動
の
充
実
が
図
れ
る
。

以
上
４
点
で
あ
る
。

教
科
担
任
制
に
は
長
所

も
あ
る
が
、
時
間
割
変
更

の
柔
軟
性
、
地
域
へ
出
る

時
間
調
整
な
ど
の
課
題
も

考
え
ら
れ
る
。

問

本
村
の
導
入
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長

教
科
担
任
制

は
４
年
く
ら
い
前
か
ら
検

討
し
て
い
た
が
、
国
、
県

で
の
教
員
の
加
配
は
厳
し

く
、
Ｒ
７
年
度
ま
で
に
ど

こ
ま
で
整
う
か
不
透
明
で

あ
る
。
Ｒ
４
年
度
か
ら
体

育
授
業
を
上
記
４
点
の
観

点
で
取
り
組
み
、
担
任
と

体
育
専
科
の
Ｔ
Ｔ
に
よ
る

指
導
形
態
を
検
討
中
で
あ

る
。問

教
科
担
任
制
に
お

け
る
教
員
確
保
は
。

教
育
長

学
級
担
任
を

基
本
と
し
な
が
ら
の
教
科

担
任
制
で
あ
る
。
郡
内
で

は
、
英
語
の
専
科
教
員
が

担
任
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
と
な
り
、
村
に

は
配
置
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
教
員
不
足
の
た

め
、
地
域
の
つ
な
が
り
か

ら
郡
・
県
内
の
退
職
し
た

教
員
免
許
の
あ
る
人
を
探

し
、
Ｒ
４
年
度
を
迎
え
ら

れ
る
か
の
現
状
で
あ
る
。

問

南
小
と
南
部
小
は

同
様
に
対
応
で
き
る
か
。

教
育
長

学
校
規
模
で

は
教
員
配
当
基
準
あ
る
い

は
特
別
加
配
を
踏
ま
え
る

と
同
様
は
難
し
い
。
す
べ

て
の
学
校
に
専
科
教
員
が

配
置
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
協
力
や
先
生

の
研
修
を
通
し
、
実
情
に

応
じ
た
工
夫
し
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

問

体
育
に
お
け
る
教

科
担
任
制
を
ど
う
考
え
る

か
。村

長

体
力
・
運
動
能

力
に
係
わ
る
学
校
調
査
結

果
か
ら
、
担
任
と
体
育
専

科
教
員
二
人
で
授
業
す
る

学
校
は
、
そ
れ
以
外
の
学

校
と
比
較
し
、
授
業
冒
頭

で
の
目
標
や
学
習
振
り
返

り
活
動
な
ど
に
お
い
て
高

い
数
値
を
示
し
、
担
任
の

授
業
改
善
意
識
も
高
い
。

ま
た
、
運
動
が
好
き
だ
と

い
う
児
童
が
多
い
。
担
任

と
一
緒
に
授
業
を
行
う
こ

と
で
担
任
の
指
導
力
向
上

と
な
り
、
体
育
授
業
の
改

善
を
促
進
で
き
る
。

授
業
の
質
の
向
上
な
ど
が
図
ら
れ
る
（
教
育
長
）

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

小学校の多様な教科担任制の形態

〇 音楽、理科etc.のように担任以外の教師による授業

〇 専科教員が学級担任とＴＴで授業

〇 クラス担任をしながら他クラス担任とチェンジ

〇 中学校教師による授業

〇 非常勤外部講師が学級担任とＴＴで授業

(清水教育長答弁)
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問

建
設
か
ら
５
年
経

過
し
、
設
置
理
念
に
ふ
さ

わ
し
い
運
営
に
な
っ
て
い

る
か
。
一
般
利
用
が
制
限

さ
れ
て
い
る
現
状
の
改
善

を
。村

長

大
き
な
問
題
と

感
じ
て
い
る
。
Ｒ
３
年
12

月
の
利
用
は
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
１
７
０
５
人
、

一
般
は
４
６
２
人
で
多
く

は
イ
ベ
ン
ト
関
連
だ
。
今

後
は
村
や
近
隣
の
サ
ー
ク

ル
に
も
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
職
員
と
連
携
し
て
進

め
る
。

問

施
設
利
用
申
請
は

村
の
機
関
で
な
い
と
断
わ

ら
れ
た
。
調
理
室
の
利
用

実
態
は
。

村
長

Ｒ
元
年
は
16
回

使
っ
た
が
、
そ
の
後
は
使

っ
て
い
な
い
。
こ
ど
も
館

は
子
育
て
支
援
の
拠
点
。

居
場
所
作
り
を
大
切
に
す

る
。
今
後
は
こ
ど
も
カ
フ

ェ
な
ど
登
録
団
体
が
使
用

で
き
る
よ
う
改
善
す
る
。

問

南
み
の
わ
版
ネ
ウ

ボ
ラ
の
実
現
は
。

村
長

ネ
ウ
ボ
ラ
は
保

健
師
が
切
れ
目
な
く
寄
り

添
い
親
と
一
緒
に
子
育
て

支
援
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
保
健
師
２
名
増
や
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

手
狭
に
な
っ
て
い
る
。
給

食
セ
ン
タ
ー
跡
利
用
や
こ

ど
も
館
再
整
備
等
課
題

も
多
く
、
広
く
検
討
し
て

い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

第
６
波
に
つ
い
て

問

県
の
情
報
が
数
の

み
の
発
表
で
予
防
の
た
め

の
情
報
が
必
要
だ
。
保
健

所
、
医
療
体
制
は
。

村
長

オ
ミ
ク
ロ
ン
株

へ
の
医
療
体
制
は
県
方
針

に
よ
る
。
自
宅
療
養
者
へ

の
電
話
診
療
、
健
康
観
察

セ
ン
タ
ー
の
人
員
を
強
化

し
自
宅
療
養
支
援
等
行
う
。

入
院
は
見
直
さ
れ
、
上
伊

那
で
は
入
院
３
名
程
度
、

宿
泊
療
養
20
～
30
人
程
度

に
な
っ
て
い
る
。
自
宅
療

養
へ
の
支
援
は
県
が
食
糧

配
送
す
る
。
村
は
振
興
局

と
協
力
し
て
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
し
っ
か
り
進
め
る
。

問

ワ
ク
チ
ン
３
回
目

接
種
と
子
ど
も
接
種
は
。

村
長

個
別
と
集
団
は

従
来
ど
お
り
。
65
歳
以
上

は
約
66
％
が
３
月
中
に
完

了
し
、
そ
れ
以
外
は
５
月

に
終
了
予
定
。
子
ど
も
は

大
芝
荘
で
中
病
の
小
児
科

医
師
が
常
駐
し
て
行
う
。

接
種
へ
の
理
解
、
判
断
の

情
報
を
入
れ
、
１
２
０
０

人
に
発
送
す
る
。

問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
の
状
況
は
。

村
長

検
査
は
県
事
業

で
無
料
で
行
う
。
キ
ッ
ト

は
不
足
が
落
ち
着
き
次
第
、

備
蓄
も
し
て
い
く
。

問

営
業
自
粛
等
に
対

す
る
補
償
申
請
の
支
援
、

生
活
福
祉
基
金
の
活
用
を
。

村
長

事
業
復
活
支
援

金
は
商
工
会
、
八
十
二
銀

行
、
登
内
会
計
が
窓
口
。

法
人
で
10
件
以
上
相
談
が

あ
る
。
村
応
援
金
は
産
業

課
で
そ
れ
ぞ
れ
案
内
す
る
。

生
活
福
祉
基
金
は
、
非

課
税
世
帯
は
償
還
免
除
が

可
能
に
な
り
６
月
ま
で
延

長
さ
れ
た
。
村
利
用
は
、

２
１
４
件
、
６
８
６
１
万

円
に
な
っ
て
い
る
。
随
時

社
協
、ま
い
さ
ぽ
、
福
祉
事

務
所
に
つ
な
げ
支
援
す
る
。

地
球
温
暖
化
対
策

問

実
行
計
画
（
事
務

事
業
編
）と
合
わ
せ
て（
区

域
事
業
編
）
の
策
定
を
。

森
林
の
計
画
的
整
備
を
。

村
長

村
全
体
の
取
り

組
み
と
し
て
区
域
施
策
編

が
必
要
。
人
的
資
源
、
財

政
も
必
要
な
の
で
３
か
年

計
画
で
取
り
組
む
。

森
林
整
備
は
大
芝
林
の

整
備
、
再
建
に
取
り
組
む
。

安心の居場所 こども館

子育て支援の拠点として連携し変えていく（村長）

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

問

大
人
の
引
き
こ
も

り
の
人
数
を
把
握
し
て
い

る
か
。

村
長

引
き
こ
も
り
に

な
る
き
っ
か
け
は
人
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
で
、
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
。
村
で
は

Ｈ
31
年
に
調
査
を
実
施
し
、

６
人
ほ
ど
確
認
し
た
。
家

族
か
ら
の
相
談
や
訪
問
で

状
況
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
個
別
に
保
健
師
や

福
祉
係
な
ど
が
対
応
し
て

い
る
。

問

行
政
の
連
携
は
。

村
長

関
係
す
る
部
署

の
連
携
強
化
と
と
も
に
、

相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。
生
活

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま

い
さ
ぽ
」
に
、
引
き
こ
も

り
等
の
支
援
を
行
う
「
伴

走
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
相

談
の
際
に
チ
ラ
シ
を
渡
し

て
、
適
切
な
支
援
に
結
び

付
く
よ
う
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

問

セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

利
用
者
数
は
。

代
脳
卒

中
り
患
者
数
は
。

村
長

セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド
利
用
者
は
、
２
０
１
４

年
と
２
０
１
６
年
の
デ
ー

タ
で
年
間
約
６
万
人
か
ら

６
万
３
千
人
程
度
。
村
内

の
50
代
脳
卒
中
り
患
者
数

は
、
村
国
保
被
保
険
者
に

限
る
と
３
６
１
人
中
男
性

６
人
、
女
性
５
人
。

問

大
芝
高
原
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
専
門
家
の
意
見

は
。村

長

ビ
ジ
ョ
ン
が
固

ま
り
次
第
、
具
体
的
な
整

備
計
画
を
作
成
。
必
要
に

応
じ
専
門
家
の
意
見
も
聞

く
。
特
に
ア
カ
マ
ツ
は
危

機
的
な
状
況
で
あ
り
、
信

州
大
学
に
協
力
を
お
願
い

し
た
。

問

募
金
箱
設
置
場
所

は
。村

長

協
力
金
の
実
施
、

募
金
箱
の
設
置
も
未
定
。

問

保
育
園
で
の
米
の

地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
。

村
長

昨
年
か
ら
「
風

の
村
米
だ
よ
り
」
を
提
供
。

全
園
無
償
化
も
考
え
た
が
、

「
家
庭
で
ご
飯
を
炊
く
文

化
も
大
事
に
」
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。
地
産
地
消

の
意
味
で
は
、「
お
も
て

な
し
牛
乳
」
を
給
食
等
に

使
用
し
て
お
り
、
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
、

価
値
が
あ
る
。

問

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

で
新
規
感
染
者
数
が
急
増
。

村
の
実
態
は
。

村
長

県
が
公
表
す
る

内
容
以
外
把
握
で
き
な
い
。

直
近
の
村
の
感
染
者
は
１

６
３
人
。
入
院
、
宿
泊
療

養
の
内
訳
は
、
上
伊
那
全

体
で
入
院
３
人
程
度
、
宿

泊
療
養
は
20
～
30
人
程
度

と
聞
い
て
い
る
。
保
育
園

の
臨
時
休
園
は
現
在
な
い
。

小
・
中
学
校
の
学
級
閉
鎖

は
５
学
級
、
期
間
は
３
～

５
日
間
程
度
、
合
計
43
人

が
感
染
。
学
校
で
は
校
内

の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

登
校
時
の
検
温
、
給
食
中

の
黙
食
、
部
活
動
中
止
等
、

対
応
し
て
い
る
。

問

大
芝
の
湯
の
減
収

を
ど
う
改
善
す
る
か
。
料

金
改
正
の
意
図
は
何
か
。

村
長

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
利
用
の
減
少
、
ま
た
原

油
価
格
の
高
騰
も
あ
り
、

税
金
で
補
填
し
な
け
れ
ば

運
営
で
き
な
い
状
況
。
村

民
は
税
金
を
納
め
て
お
り
、

福
祉
向
上
の
観
点
か
ら
料

金
を
税
金
か
ら
補
填
す
る

こ
と
に
説
明
が
つ
く
が
、

大
芝
の
湯
を
利
用
し
な
い

村
民
も
い
る
中
で
、
県
外

か
ら
来
た
人
に
同
様
に
村

税
で
補
て
ん
さ
れ
た
料
金

を
提
示
す
る
こ
と
は
望
ま

し
い
の
か
と
考
え
、
料
金

の
改
定
を
提
案
し
た
。
大

芝
の
湯
は
５
月
に
20
周
年

を
迎
え
る
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、

集
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

村の日の保育園の給食（長野日報社提供）

連
携
強
化
と
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
（
村
長
）



(13)

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

Wifi環境の整備、公共料金の
QRコード決済対応を進める（村長）

問

当
村
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
推
進
の
内
容
は
。

村
長

役
場
庁
舎
、
村

民
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
に

Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
や
、

リ
モ
ー
ト
会
議
の
急
速
な

普
及
に
伴
い
、
庁
舎
で
行

う
会
議
を
自
宅
、
公
民
館

な
ど
か
ら
参
加
で
き
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
会
議
と
し
て

い
く
。
村
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
を
２

月
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

Ｒ
４
年
度
は
、
申
請
ア
ン

ケ
ー
ト
機
能
、
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
機
能
な
ど
を
構
築

し
、
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
図

り
た
い
。
Ｒ
４
年
度
中
に

は
、
公
共
料
金
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
へ
対
応
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

問

行
政
事
務
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
（
電
子
化
）

の
推
進
は
。

村
長

管
理
職
へ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
配
備
と
各
会
議

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進

め
て
い
く
。

高
齢
者
の
活
動
支
援
・

コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル
対
策

問

コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル

へ
の
対
策
状
況
は
。

村
長

げ
ん
き
あ
っ
ぷ

通
信
講
座
の
実
施
や
自
宅

で
で
き
る
運
動
メ
ニ
ュ
ー

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放

送
し
て
い
る
。
介
護
保
険

と
後
期
高
齢
医
療
に
関
す

る
制
度
説
明
会
で
、
フ
レ

イ
ル
予
防
講
話
の
実
施
、

運
動
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
外
に
出
て
集
う
程

度
の
簡
単
な
健
康
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
も
、
担
当

課
と
協
議
し
て
い
る
。

問

今
後
の
高
齢
者
の

活
動
支
援
・
フ
レ
イ
ル
対

策
は
。

村
長

セ
ル
フ
ケ
ア
、

つ
な
が
り
が
途
絶
え
な
い

よ
う
に
す
る
支
援
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
外

出
機
会
の
創
出
も
非
常
に

重
要
。
公
民
館
は
12
地
区

に
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ

た
拠
点
を
使
っ
て
高
齢
者

が
、
地
域
の
若
い
人
も
含

め
て
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

地
域
内
経
済
循
環
の

実
現
に
つ
い
て

問

起
業
支
援
等
、
就

労
機
会
創
出
へ
の
取
り
組

み
の
現
状
は
。

村
長

村
の
企
業
支
援

は
、
村
企
業
振
興
事
業
補

助
金
制
度
、
村
空
き
工
場

等
活
用
事
業
補
助
金
制
度

が
あ
る
。
農
業
支
援
は
、

新
規
就
農
に
対
し
て
就
農

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
就

農
希
望
者
の
能
力
や
取
り

組
み
た
い
経
営
形
態
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

就
業
機
会
の
創
出
は
、
子

育
て
女
性
再
就
職
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

女
性
に
向
け
た
就
職
・
再

就
職
を
、
引
き
続
い
て
支

援
し
て
い
く
。

若
者
に
対
し
て
は
、
上

伊
那
広
域
連
合
で
構
成
を

し
て
い
る
「
若
者
人
材
確

保
事
業
実
行
委
員
会
」
が

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
上
伊
那
で
の
就
業

の
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。

上
伊
那
地
域
出
身
学
生
の

地
元
回
帰
を
促
し
、
あ
わ

せ
て
地
域
外
か
ら
の
移
住

定
住
の
促
進
を
図
っ
て
い

る
。問

多
様
な
就
労
機
会

の
創
出
に
向
け
た
取
り
組

み
を
。

村
長

役
場
の
宿
直
業

務
に
加
え
て
、
日
直
業
務

を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
、

高
齢
者
の
雇
用
創
出
。
会

計
年
度
任
用
職
員
を
雇
用

拡
大
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
支
援
し
、
こ
の
地

域
に
根
付
い
て
ほ
し
い
。

人口戦略・地域経済循環分析
（一般財団法人地域活性化センター）
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※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

問

地
域
再
生
計
画
に

対
す
る
寄
附
金
と
は
。

村
長

地
域
再
生
制
度

に
お
い
て
地
方
公
共
団
体

は
、
地
域
再
生
計
画
を
作

成
し
内
閣
総
理
大
臣
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
財

政
、
金
融
等
の
支
援
措
置

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
地
域
再
生
計
画
の
申

請
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣

が
認
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用

事
業
」
に
対
す
る
寄
附
を

行
っ
た
法
人
に
、
寄
附
額

の
最
大
９
割
に
相
当
す
る

税
額
が
控
除
さ
れ
る
。

問

寄
附
の
目
的
と
な

る
事
業
は
何
か
。

村
長

制
度
の
目
的
は

地
方
創
生
で
あ
る
。
村
と

し
て
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
地
域
創
生
」
の

好
循
環
の
確
立
を
目
的
と

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

４
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

１
、
立
地
特
性
を
活
か
し

た
職
住
近
接
の
村
づ
く
り
。

２
、
若
年
定
住
と
郷
土
愛

の
醸
成
に
よ
る
「
帰
っ
て

き
た
い
村
」
づ
く
り
。
３
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
村

づ
く
り
。
４
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
村
づ
く
り
。

問

基
金
の
対
象
期
限

は
。村

長

地
域
創
生
計
画

で
申
請
し
た
事
業
は
Ｒ
６

年
度
末
と
し
て
い
る
が
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

し
く
み
が
な
く
な
ら
な
い

限
り
続
い
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
の
活
用
事
業
を
村
が

提
案
し
て
い
く
考
え
な
の

で
、
基
金
に
つ
い
て
の
期

限
は
定
め
て
い
な
い
。

問

企
業
か
ら
の
寄
附

金
募
集
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

村
長

寄
附
金
募
集
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必

要
で
、
普
通
に
し
て
い
て

は
集
ま
ら
な
い
。
具
体
的

に
は
、
体
育
館
兼
避
難
所
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の
建

設
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

村
長
、
Ｖ
Ｃ
長
野
、
役
場

の
各
部
署
が
独
自
に
、
ま

た
連
携
で
き
る
推
進
体
制

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
企
業
か
ら
の
寄
附
金

募
集
に
つ
い
て
は
戦
略
を

立
て
て
や
っ
て
い
く
。

問

村
民
体
育
館
の
利

用
が
過
密
状
態
な
の
か
。

村
長

村
体
の
利
用
状

況
は
中
学
校
の
授
業
や
部

活
、
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
、

Ｖ
Ｃ
長
野
等
の
活
動
に
よ

り
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て

は
ほ
ぼ
空
き
の
な
い
状
態
。

小
中
学
校
の
体
育
館
、
校

庭
は
一
部
開
放
し
て
い
る
。

問

Ｖ
Ｃ
長
野
を
ど
の

よ
う
な
チ
ー
ム
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
の
か
。

村
長

Ｖ
Ｃ
長
野
へ
の

ス
ポ
ン
サ
ー
料
２
５
０
万

円
は
以
前
か
ら
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
支
援
し

て
き
た
。
Ｖ
Ｃ
長
野
と
の

親
和
性
は
高
い
と
思
う
。

広
報
で
の
活
用
や
、
村
へ

の
元
気
、
活
力
等
さ
ま
ざ

ま
の
面
で
村
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
推
進
課
長

Ｖ
Ｃ
長
野
は
、
Ｖ
１
リ

ー
グ
に
参
戦
し
て
い
る
、

村
を
拠
点
と
す
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
あ
る
。

選
手
は
仕
事
の
後
練
習
し
、

し
か
も
通
年
利
用
す
る
練

習
場
が
な
い
厳
し
い
環
境

の
中
で
戦
っ
て
い
る
。
勝

つ
喜
び
、
負
け
る
悲
し
み
、

仲
間
の
で
き
る
喜
び
等
の

人
生
の
豊
か
さ
を
与
え
る

力
が
あ
る
。
プ
ロ
チ
ー
ム

が
あ
る
こ
と
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
す
る
子
ど
も
た

ち
の
将
来
の
選
手
育
成
に

大
き
く
貢
献
す
る
。

企業版ふるさと納税パンフレット

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
地
域
創
生
（
村
長
）
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村へ要望書提出 ●●

『区長会との懇談会』から地区防災に関する『要望書』提出

昨年11月に開催した『区長会との懇談会』で出された地区防災の課題について、議会から『要望書』と

してまとめ、２月16日、村に提出しました。

令和４年２月16日
南箕輪村長 藤 城 栄 文 様

南箕輪村議会議長 百 瀬 輝 和

区長会との懇談会をもとにした要望書

当議会では毎年区長会との懇談会を実施しており、今年度も令和３年11月15日、『地区防災の実

情と課題』をテーマに実施しました。

その際、主に避難所開設時の課題として出された意見の中から、下記のとおり村政運営に関わ

る事項をまとめましたので、村として検討・対応していただくよう要望します。

記

１．コロナ禍における避難所運営の方法のマニュアル作成、また、より実践的な研修が必要であると

思われる。検討・実施されたい。

２．各地区避難所の備品の充実を図られたい。

３．区と自主防災会の責任分野の明確化や、連携のあり方を村としてサポートされたい。

４．要支援者の情報共有について、どのようにするのが良いか村としての指針を示すなど、課題解決

に向けて検討されたい。

５．避難所における健康管理の方法として、サポート可能な医療従事者や看護師を事前に登録しても

らうなど、具体的な対策を講じられたい。 以上

令和４年２月16日
南箕輪村長 藤 城 栄 文 様

南箕輪村議会議長 百 瀬 輝 和

新型コロナウイルス感染症対策に緊急支援を求める要望書

新型コロナウイルス感染症の第６波の急拡大を受け、村民の暮らしや村内の事業所等に大きな

影響が続いています。追加経済対策として12月に配分された特別交付税等を活用し、更なる緊急

支援を実施されるよう下記のとおり要望します。

記

１ 感染症拡大に伴う主食米の急激な需要減少などによる米価下落や不作により減収、燃料や資材の

高騰などの影響を受けた米生産者に対する支援を求めます。

２ 特別栽培米「風の村米だより」も米価下落等の影響を受けています。地産地消の取り組みで学校

給食にも使われており、村のブランド米として需要拡大の必要もあり、需要拡大を図るためには

作付面積の増加も必要なため、作付け交付金の再開・継続を求めます。

３ 感染症拡大に伴う外食産業等の生乳を含む農産物の需要減、原油高等物流コストの増加による飼

料の高騰などの影響を受けた畜産農家に対する支援を求めます。

４ 感染急拡大時にも、最大限の対策を講じながら開所を続けている福祉施設に対し、令和２年度に

村独自で実施した「新型コロナウイルス感染症対策福祉施設応援金」の２回目の交付を求めます。

５ 今なお生活に困窮していることが予想されるひとり親家庭に対し、令和２年度に村独自で実施し

た「ひとり親家庭特別給付金」の２回目の交付を求めます。

困窮する村民の暮らしに『緊急支援を求める要望書』提出

新型コロナウイルス感染症の影響で困窮する村民の暮らしを支援するために、議会から『緊急支援を求

める要望書』を、２月16日、村に提出しました。

(14)

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

問

新
年
度
予
算
案
、

過
去
最
大
規
模

億
円
の

重
点
項
目
は
何
か
。

村
長

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
は
先
の
見
通
し

が
立
て
づ
ら
い
事
業
。
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
、
南
部
小
雨
水
排
水
対

策
事
業
な
ど
が
重
点
施
策

と
考
え
て
い
る
。

問

財
産
管
理
、
健
全

財
政
維
持
の
施
策
は
。

村
長

起
債
事
業
を
抑

制
す
る
な
ど
、
財
政
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

常
に
将
来
負
担
比
率
に
配

慮
し
な
が
ら
健
全
化
を
図

り
、
必
要
な
整
備
を
行
う
。

村
民
生
活
を
守
る
た
め
、

行
政
上
必
要
な
事
業
は
着

実
に
実
施
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策

問

ワ
ク
チ
ン
３
回
目

接
種
の
見
通
し
と
、
終
了

予
定
は
い
つ
頃
か
。

村
長

２
回
目
接
種
か

ら
６
ヶ
月
が
経
過
し
た
満

18
歳
以
上
が
対
象
。
65
歳

以
上
は
、
か
か
り
つ
け
医

で
の
接
種
希
望
者
が
多
く
、

３
月
ま
で
予
約
が
入
っ
て

い
る
。
３
月
末
ま
で
に
終

了
予
定
で
あ
る
。
64
歳
以

下
も
順
次
接
種
券
を
送
付

す
る
。
３
月
か
ら
５
月
ま

で
、
希
望
す
る
大
部
分
の

人
が
接
種
で
き
る
よ
う
接

種
体
制
を
構
築
し
て
い
く

予
定
。

問

５
歳
児
か
ら

歳

児
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
対
応
は
。

村
長

接
種
の
場
所
は

大
芝
荘
で
、
中
病
や
村
内

医
院
な
ど
か
ら
の
支
援
を

お
願
い
し
て
実
施
。
会
場

に
は
１
人
の
小
児
科
医
が

常
駐
し
、
接
種
開
始
は
３

月
19
日
の
予
定
。
接
種
に

は
努
力
義
務
の
適
応
は
な

く
、
発
病
予
防
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
、
副
反
応
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
本
人
と
保

護
者
が
十
分
に
理
解
し
て

の
判
断
が
必
要
。
村
で
は

接
種
券
発
送
時
、
情
報
取

得
先
な
ど
の
案
内
や
広
報

を
行
う
。

公
共
建
物
長
寿
命
化

対
策

問

建
物
の
外
壁
使
用

材
料
な
ど
の
選
定
は
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い

る
か
。

村
長

村
に
は
建
設
に

つ
い
て
の
専
門
職
員
が
い

な
い
た
め
、
県
住
宅
供
給

公
社
に
確
認
や
指
導
を
受

け
て
い
る
。
本
体
発
注
時

も
見
本
提
出
に
よ
り
、
材

料
承
認
を
行
っ
て
い
る
。

長
寿
命
化
を
進
め
る
上
で

重
要
な
観
点
で
あ
り
、
外

壁
材
料
に
つ
い
て
は
確
認

し
な
が
ら
業
務
を
進
め
る
。

大
芝
荘
の
今
後

問

現
在
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
会
場
に
使
用
し
て

い
る
大
芝
荘
の
今
後
の
利

活
用
は
。

村
長

宴
会
再
開
に
つ

い
て
は
地
域
住
民
か
ら
要

望
を
受
け
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
渦
の
中
、
先
の
見
通

し
も
立
た
ず
、
利
用
者
の

数
字
を
見
る
と
厳
し
い
。

大
芝
の
宿
泊
・
宴
会
業
務

を
民
間
団
体
で
請
け
負
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い

か
模
索
中
。
大
芝
荘
は
、

都
市
公
園
法
の
制
限
が
あ

る
。
ま
ず
は
、
現
状
で
の

施
設
利
用
が
で
き
な
い
か

を
探
る
。

南
部
小
学
校
雨
水
対
策

問

校
舎
の
改
修
も
必

要
と
考
え
る
が
。

教
育
長

工
事
費
４
２

０
０
万
円
の
高
額
な
予
算

を
計
上
。
南
部
小
は
安
心

安
全
な
学
び
の
場
の
確
保

と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

の
構
造
。
今
回
の
排
水
路

設
計
で
は
、
流
量
計
算
に

基
づ
き
十
分
な
大
き
さ
の

排
水
路
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ッ
シ
と
の
段
差
に
つ
い

て
は
安
全
面
か
ら
も
難
し

さ
が
あ
り
、
現
時
点
で
の

校
舎
の
改
修
は
考
え
て
い

な
い
。

10
億
円
規
模
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
（
村
長
）

学校給食センター建設予定地
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令
和
４
年
度
よ
り
、
２

名
の
委
員
を
加
え
て
議
会

だ
よ
り
編
集
委
員
会
か
ら

広
報
委
員
会
に
変
わ
り
ま

し
た
。
議
会
広
報
全
般
を

よ
り
活
性
化
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
長

原

源
次

３
月
は
11
年
前
の
東
日

本
大
震
災
の
起
き
た
月
で

す
。
今
年
も
定
例
会
最
終

日
に
黙
祷
を
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
は
今
な
お
廃
炉

の
め
ど
さ
え
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。
３
・
11
を
忘
れ
な

い
こ
と
を
心
に
留
め
て
。

４
月
は
新
し
い
出
会
い

の
月
。
新
一
年
生
の
元
気

な
姿
に
、
こ
の
笑
顔
を

し
っ
か
り
支
え
る
議
会
で

あ
り
た
い
。

広
報
委
員

三
澤

澄
子
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